
汎化

特化

養老鉄道

名阪近鉄
バス コミュ

ニティ

バス

タクシー

デマンド

交通

福祉輸送事業

民間 行政

今後の
方針

サービス
レベルを
維持

サービス
の枠組み
見直し

【現在】海津市の
公共交通の枠組み

ただし、利用
実態を踏まえ
て効率化

不特定多数
を対象にし
た手段から、
個々の移動
ニーズを対
象とした手
段へ

海津市公共交通の今後の方針
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海津線
(都市間連絡)

大垣市中心部へ

岐阜羽島駅
(新羽島駅)へ

海津羽島線
(都市間連絡)

今尾

高須

海津温泉

通学・観光対応
で高須を介して
直通運転

以下の場所を乗換拠点化
①今尾(平田支所)
②高須(市役所)
③海津温泉
④池辺(養老町)

乗換拠点と養老鉄道駅の間
に連絡バス(支線)を運行
①高須～駒野駅
②海津温泉～石津駅・松山

地区住民や県外自
治体(桑名市・愛西
市等)と鉄道連絡の
輸送手段を協議

羽島市、輪之内町と連携
して通学対応バスを運行

池辺

水晶の湯送迎
バスを駒野駅ま

で延伸

鉄道及び定時定路線バスの
空白地域は、新デマンド交通
で対応
【新デマンド交通の考え方】
①予約方法を改善
②ゾーン制運賃を導入
③タクシーと一体化

海津市の公共交通網(案)

【定時定路線バスの再編】
■今尾地区～高須地区間の名阪近鉄バス
海津線とコミュニティバス海津羽島線に
ついて、今尾での結節を軸に今後の方向
性を検討

※)今後名阪近鉄バスと協議予定

■コミュニティバス南幹線は、拠点間連
絡バス（高須～駒野駅、海津温泉～石津
駅・松山）及び海津羽島線に3分割
■コミュニティバス海津羽島線は昼間は
1時間に1本程度の運行を確保
■水晶の湯へは送迎バスの駒野駅延伸で
対応
■コミュニティバス海津羽島線は、時間
帯によっては駒野駅または海津温泉まで
直通運転



海津市特化交通の今後の方針

コミュニティ

バス

羽島市～海津市役所

松山・石津駅～海津温泉

駒野駅～海津市役所

鉄道連絡

通学対応

(一部直通運行)
観光
輸送

デマンド

交通

県外駅への連絡

新デマンド交通

■市内一律からゾーン制

■タクシーと一体化

■予約方法を改善

タクシー
健常者の
移動対応

観光

移動制約者
の移動対応

新しい福祉

輸送サービス構築

実施
主体

①海津市
交通関連
部局

②交通
事業者

駒野駅～水晶の湯

地元
組織

海津市
観光部局

①海津市
交通関連
部局

②タクシー
事業者

①海津市
福祉部局
②地元組織

実施
時期

2022年度
以降

現行 サービス再編内容

各種社会

福祉輸送

NPО

地区社協

多くの
ニーズ
に対応

多くの
ニーズに対

応

イベントシャトルバス

汎化
交通

特

化

交

通

※) 実現可能なものは2021年度から実施


